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研究成果の概要（和文）： 本研究は東南アジア地域の植民地国家とその宗主国を対象に、19世紀末から20世紀初頭に
かけて、「予防」という概念をキーワードにして国家による情報収集、監視活動がどのように組織化され進行したのか
を比較検討し、植民地国家建設と宗主国の国家形成を共時的な現象として描き出す視角を得ることを目的とした。研究
の結果、東南アジア地域の植民地国家では情報収集活動の制度化が進展していたこと、その程度は宗主国での制度化と
の関連が見られること、この時期の国家形成・建設を「監視国家(Surveillance State)」の形成過程として捉えること
が可能であることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）： This research project has examined the institutionalization of "state surveillanc
e" in Southeast Asia and Europe comparatively from late 19th century to early 20th century, mainly by focu
sing on policing, public health, land survey, and registration. As a result of the project, it is revealed
 that the colonial state building in Southeast Asia in this era could be described as the formation of "Su
rveillance State", and that European states were also transformed into "Surveillance State".    
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１．研究開始当初の背景 
 研究代表者は 19世紀から 20世紀初頭にか
けての東アジア、東南アジア地域でのイギリ
ス植民地統治を、主に警察に焦点を当てて研
究をおこなっている。その過程で 19 世紀末
から 20 世紀初頭にかけて、治安維持におい
て「予防」という概念が重視されるようにな
り、この「予防」の実現のために潜在的に治
安を脅かす可能性がある対象についての情
報収集(サーベイ)と監視(サーベイランス)を
おこなう組織として政治情報警察が設立さ
れたことが明らかになった。さらにこの「予
防」の重視により情報収集と監視が組織化さ
れたのは植民地に限られず、本国イギリスで
も共時的に進行していたことも判明した。 
またこの 19世紀末から 20世紀初頭の時期

に、「予防」が重視され情報収集と監視の組
織化が進行していたのは治安維持の分野だ
けではなく、飯島渉の衛生史の研究[2005]や
John Torpey の旅券に関する研究[2000]が示
しているように、感染症対策や移動するヒト
の身元確認の分野でも同様に組織化が進行
していたことがわかった。 
これまで、宗主国の国家形成と植民地にお

ける国家建設はそれぞれ別のプロセスとし
て研究がおこなわれてきた。宗主国の国家形
成については Charles Tilly, Coercion, 
Capital, and European States AD 990-1992 
(Blackwell, 1992)が代表的な研究であり、
ここでは国家形成は極めて長期の歴史的プ
ロセスとして描かれている。その一方で植民
地における国家建設は、白石隆が『海の帝国』
（中公新書、2000 年）で描いているように宗
主国によって上から国家が建設されるプロ
セスとして理解されるのが一般的である。植
民地国家の創生期については白石の指摘が
あたっていることは間違いないが、蒸気船の
定期航路や鉄道網、そして電信網など交通・
通信インフラが整備され世界が時間的にも
空間的にも小さくなった 19世紀末から 20世
紀初頭にかけて、宗主国と植民地国家は共通
の課題に直面し、その対処を同じようにおこ
なっていたのではないか。 
警察史や衛生史などの研究成果が示して

いるように、治安維持や衛生、身元確認など
の分野で、ほぼ同時期に「予防」が重視され
国家による情報収集と監視の組織化が進行
したということは、この時期に情報を巡る国
家の在り方が植民地国家でも宗主国でも同
時に変化したことを示していると考えられ
る。そしてこの「予防」と情報収集、監視の
組織化に注目することにより、従来別々に議
論されてきた植民地での国家建設と、宗主国
の国家形成のプロセスを、情報を管理しよう
とする国家の確立という点では共時的な現
象として描き出すことができるのではない
かと考え、本研究計画を立案した。 

 
２．研究の目的 
 19 世紀末から 20 世紀初頭にかけて、治安

維持や衛生、そして身元確認(identification)
の分野で「予防」という概念が重視されるよ
うになり、情報収集（サーベイ）や監視（サ
ーベイランス）の組織化が進行し、情報を巡
る国家のあり方が変容していく。これは植民
地国家でもその宗主国でも共時的に進行し
たプロセスであり、この共時性に注目するこ
とにより、従来別々に議論されてきた植民地
での国家建設(State Building)と宗主国での
国家形成(State Formation)を一体的に捉え
ることが可能となるのではないか。本研究は
東南アジア地域の植民地国家とその宗主国
を対象に、この予防と情報収集、監視の組織
化がどのように進行したのかを比較検討し、
植民地国家建設と宗主国の国家形成を共時
的な現象として描き出す視角を得ることを
目的とした。 
 
３．研究の方法 
 本研究は二年の研究期間で、東南アジアの
植民地国家（蘭領東インド、仏領インドシナ、
米領フィリピン、英領マラヤ）とその宗主国
（オランダ、フランス、アメリカ、イギリス）
を対象に次の二点に関する研究をおこなっ
た。 
(1)「予防」の観点から情報収集と監視の組織

化がそれぞれの国家でどのように進展し
たのか 

(2)情報管理の組織化プロセスの比較検討に
よる、植民地での国家建設と宗主国での国
家形成を共時的な現象として捉える分析
視角の構築 
 
具体的には、本研究は大きく次の４つのプ

ロセスで遂行した。 
 
①．研究に関連する文献サーベイとその分析 
②．東南アジア各国やかつての宗主国でのア
ーカイブ調査 
③．収集した資料やデータの整理と分析 
④．国内研究会での成果の共有と検討、議論 
 
 研究活動の全体的な流れは以下のとおり
である。まず、「研究の目的」で述べた問題
関心に沿って、研究代表者、分担者がそれぞ
れ自らの担当する国に関する文献をサーベ
イし、そこでおこなわれている議論の整理と
分析をおこなった。 
その上で、研究を遂行するために必要とな

る資料やデータの検索と収集をおこなうた
めに現地調査を実施した。現地調査では警察
や衛生、住民の登録、土地の登記、情報収集
に関連する法整備、実務を担う行政官の養成
などについて、基礎文献資料のマッピングと
可能なものについては収集をおこなった。現
地調査は、研究代表者の鬼丸がイギリス、シ
ンガポールの公文書館や大学図書館で、研究
分担者の岡本がインドネシアで、工藤がフラ
ンスの公文書館などで実施した。 
本研究で最も力点を置いたのは国内研究



会での議論である。国内研究会では、現地調
査や文献サーベイで得られた成果の共有・検
討をおこなうと同時に、今後の研究の方向性
や、宗主国と植民地国家の国家建設を共時的
に描く視角に関する検討をおこなった。さら
に研究の深化、拡大のために、関連する分野
を扱っている研究者を講師として招き、議論
した。国内研究会は 2012 年度には 2011 年
12月と 2012年 2月の 2回、2013年度は2013
年 5 月、6 月、7 月、8 月、11 月、2014 年 1
月の 6 回開催した。2012 年度は研究代表者、
研究分担者による文献サーベイの結果の共
有、今後の研究の方向性の検討をおこなった。
2013 年度は研究参加者による報告のほか、
南アフリカ、東南アジア、中東、ヨーロッパ
を対象に、本研究と関連する内容を研究して
いる若手研究者を講師として招請し、知見の
共有と、本研究の目的である分析視角の確立
に向けた議論をおこなった。 
 
４．研究成果 
 得られた研究成果は以下のとおりである。 
 まず鬼丸は英領マラヤで共産主義者や華
人系住民に対して、植民地政庁がどのような
情報収集活動をおこなったのかを、政治情報
警察と華民護衛署の活動に焦点を当てて、資
料の収集と分析をおこなった。その結果、共
産主義者に対する情報収集活動は、英領マラ
ヤだけではなく、イギリス帝国全体、さらに
は近隣の植民地当局との間で収集した情報
の共有が積極的におこなわれ、共産主義運動
の監視・取り締まりに活用されていたことな
どを明らかにした。華人住民に対する情報収
集活動については、華民護衛署が発行してい
た月報の収集をおこない、その分析を始めて
いる。これまでのところ、植民地政庁は華人
系住民の政治動向や教育に対する中国大陸
からの影響を懸念していたことが判明して
いる。この分析は今後も継続する予定である。 
 岡本は蘭領東インドの特にジャワ島に焦
点を当てて、1879 年以降、地方政府の行政官
にどのような人物がついていたのかについ
てのデータ収集をおこなった。これは植民地
政庁による情報収集活動の担い手がどのよ
うな人物であったのかを知る上で、基礎とな
るデータであり、これまでのところ、植民地
期の行政官が独立後も影響力を保持するこ
とに成功していたことなどが明らかになっ
た。 
 工藤はフランス植民地統治下の諸地域に
おける身分制度と人口統計について調査・研
究をおこなった。具体的には 19 世紀後半か
ら 20 世紀初頭にかけての仏領インドシナに
おける身分制度を巡る法学上の議論を、理論
的文献と判例を用いて検討した。また、人口
統計の整備についても、他の仏領植民地との
比較を踏まえて考察した。その結果、国家に
よる情報管理の到達度とその粗密が明らか
になり、各地域の植民地行政を比較するため
の基礎的知見が得られた。 

 以上の研究参加者個々による調査・研究、
並びに国内研究会での議論の結果、19 世紀末
から 20 世紀初頭にかけて、東南アジア地域
での植民地国家、とりわけ英領マラヤ、蘭領
東インド、仏領インドシナでは植民地国家に
よる情報収集活動の制度化が進展していた
ことが明らかになった。また、本国イギリス、
フランス、オランダでも程度の差はあれ、情
報収集活動の制度化、対象の拡大は見られる
ことも判明した。このプロセスは国家による
「監視」の制度化ということができ、この「監
視国家(Surveillance State)」の形成という
視点から、19 世紀末から 20 世紀初頭にかけ
ての国家形成・建設を分析することは可能で
あるとの結論を得た。 
 しかし同時に、国内研究会での議論を通じ
て、同じ英領植民地でもこの制度化の程度は
異なること、さらに宗主国の間でも情報収集
活動の制度化がどの程度実効性のあるもの
であったのかは相違があることが明らかに
なり、今後はより具体的な事例研究を実施し、
その相互比較をおこなうことが必要である
ことが確認された。 
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